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論文内容の要旨
本論文はテルル化カドミウム(CdTe) を主成分とする多元系の相平衡すなわち CdTe への他の H
-VI化合物の固溶度， CdTe の溶融金属および、溶融ハロゲン化カドミウムへの溶解度ならびに CdTe




第 2 章では， CdTe と他の II-VI 化合物との系の相平衡について取扱い， CdTe-CdS系， CdTeｭ
CdSe系， CdTe-ZnSe 系平衡状態図， ZnS ， HgS ， HgSe の CdTeへの固溶度および Cd1- XZnx Te1-y 
Sey 系の相互固溶度を実験的に明らかにしている。つぎにこれらの結果を整理し ， 2 種類の H族原子
と 2 種類の刊族原子を 1 : 1 の割合で組み合せて作られる ll-VI化合物同志の 4 元系全域の600 0C に
おける状態図を組み立てている。さらに ll-VI化合物同志の合金系の相互回溶度をきめている原子間
距離，電気陰性度などの効果について考察し， ll-VI化合物同志が全率固溶するための条件は 2 つの
化合物の原子間距離の違いが，両者平均の約15%以下， 2 つの化合物の電気陰性度差の違いが両者平
均の約50%以下であって，いわゆる Hume- Rothery の法則州ヒ合物同志の合金系の固溶度についても
成立することを導いている。
第 3 章では， CdTe を主成分とする他の ll-VI化合物との合金系の Egの組成依存性について述べて
いる。すなわち， CdTe-CdS 系および Cd1- X ZnXTe1_ySey 4 元系全域について，単相領域で充分長時
間平衡化焼鈍をほどこした粉末試料の拡散反射スペクトルの測定によって Egの組成依存性を決定し
Aせ? ?a性
ている。つぎに化合物単体あるいは単純な 3 元系(擬 2 元系)のEgの値から化合物同志の 4 元系の
Egの組成依存性を計算によって求め，実測値との比較を行っている。
第 4 章では，溶融金属( Ga , In, Tl , Ge , Sn, Pb, Sb および Bi) への CdTe の溶解度を測定している。
CdTe と上記金属との系はいずれも擬 2 元系として取り扱うことができて， CdTe と Ga， In, Sn および
Pb との系は単純共晶型， Ge , Sb および Bi との系には 2 液相分離領域が存在することを明らかにして
いる。またCdTeのこれら溶融金属への溶解度の大小および 2 液相分離傾向についての規則性がある
ことを見い出している。









にテルル化カドミウムと他の 3 種の E 一羽化合物との平衡状態図の完成，テルル化カドミウムへの他
の 3 種の ll-VI化合物の固溶度を実測するとともに， 36種の ll-VI化合物同志の合金系の相互回溶度






さらに CdTe-CdS系ならびに Cd1-XZnX Te1_ySey系全域についてバンドギャップエネルギーを実
測するとともに，擬 2 元系のバンドギャップエネルギーの組成依存性の Vechten らの計算法を 4 元系
に拡張して実測値と比較し，複雑な多元系のバンドギャップエネルギーを簡単な計算によって求めう
ることを示している。
以上のように，本論文はテルル化カドミウムを主成分とする多ぐの多元系の相平衡を詳細な実験に
よって明らかにするとともに，相互溶解度に関する多くの新しい知見を見い出しており，金属組織学
の発展に貢献するところが大きいo .よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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